





























































































































































































































































































































　　　　　株式会社 ファーストリテイリング　FAST RETAILING CO., LTD.
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　　　　　三井不動産株式会社　Mitsui Fudosan Co., Ltd.
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Map of the results of the 2016 EF English Proficiency Index. 
2016 年 各国のランキング 
 
順位 国 順位 国 順位 国 
1  オランダ 8  オーストリア 21  スロバキア 
2  デンマーク 9  ドイツ 22  インド 
3  スウェーデン 10  ポーランド 23  ドミニカ共和国 
4  ノルウェー 11  ベルギー 24  ブルガリア 
5  フィンランド 12  マレーシア 25  スペイン 
6  シンガポール 13  フィリピン 26  ボスニア・ヘルツェゴビナ 
7  ルクセンブルク 14  スイス 27  韓国 
 
15  ポルトガル 28  イタリア 
16  チェコ 29  フランス 
17  セルビア 30  香港 
18  ハンガリー 31  ベトナム 
19  アルゼンチン 32  インドネシア 
20  ルーマニア 33  台湾 
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順位 国 順位 国 
34  ロシア 49  コロンビア 
35  日本 50  パナマ 
36  ウルグアイ 51  トルコ 
37  マカオ 52  チュニジア 
38  コスタリカ 53  グアテマラ 
39  中国 54  カザフスタン 
40  ブラジル 55  エジプト 
41  ウクライナ 56  タイ 
42  チリ 57  アゼルバイジャン 
43  メキシコ 58  スリランカ 
44  モロッコ 59  カタール 
45  ペルー 60  ベネズエラ 
46  アラブ首長国連邦 61  イラン 
47  エクアドル 62  ヨルダン 
48  パキスタン 63  エルサルバドル 
 
64  オマーン 
65  クウェート 
66  モンゴル 
67  アルジェリア 
68  サウジアラビア 
69  カンボジア 
71  ラオス 
71  リビア 
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EF EPI Score Source: World Bank, 2015 
資料⑧
英語能力指数と研究開発費および研究者数の関係
Source: United Nations Human Development Report, 2016 
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という定義である。
この構造はもちろん強固である。21世紀になって英語の汎用性はさらに進ん
でいるようだし、そうした世界では英語による間接的なあるいはソフトな支配
の構造は日々深化しているといえそうだ。しかしどうやら21世紀の前半、当面、
世界ではリンガ・フランカとしての英語の地位は揺らぐことなく、ますます拡
がりを見せそうである。もはやここではあからさまなネイティブ・スピーカー
による文化帝国主義ではなく、脱色された「道具としての英語」がかつて構想
されたエスペラントの地位を獲得しそうである。いやすでに獲得しているので
はないか。筆者自身も自らの中に二面性を抱える。ひとつはこの21世紀に活
き続ける文化帝国主義的構造を明らかにすること、さらにこの構造にとって代
わる、より非支配的な交流・交換の流儀のためのグランドセオリーを開拓する
ことだ。つまりウオーラステインのいう「近代世界システム」にとってかわる
次の世界のためのセオリーを開拓することだ。これは政治学、社会科学の方法
論にかかわることだ。もうひとつの面は、学生に向かいあっている時や自分自
身が国際会議などで発言するときにやっているように、割り切って、現在ただ
いまの、HERE &NOWの世界にとりあえず躊躇なく乗っかることだ。ここで
はリンガ・フランコとしての英語の世界に乗っかることだ。脱色した英語の世
界に乗っかることだ。つまり英語をネイティブ・スピーカーから解放すること
だ。
ウイーンで学生が直面した英語という壁。それを何とか乗り切ってほしく日々
アドバイスを送りながら、もう一方ではじつは学生ともども「英語という難問」
について改めて色々考えることになった。世界の中での日本についても、英語
という難問を通じて、学生とともに改めて考えることになった。SAウイーン・
プログラムの報告書という性格と、それをベースにした感想あるいは考察とい
う二兎を追うことになったが、本稿では忘備録的に様々書き留め、今後の考察
の材料とさせてもらった。
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付録：2017年度SAウイーン帯同　筆者日誌抜粋
第１日　Tさんと時間通りに集合。成田出発便約一時間の遅れを告げられる。
　　　　 WiFi　などの受け取り場所について、関係者の間で連絡の混乱があっ
たようでJTB成田のカウンターでは承知していなかった。当方から「必
ず手配されているはず」と念を押すことでようやく動き、受け取り場
所も二転三転した。この間、成田JTB担当者が誠実に迅速に対応した
ため事なきを得た。教訓：受け渡しが必ず行われるようJTBと大学の
間で念には念を入れること。
　　　　 ヘルシンキ空港は乗り換えがやや複雑。今回のように時間がない場合
は引率者はやや焦る可能性あり。ただしヨーロッパ各地への便は多数
あるので必ず時間は別にして当日中に目的地に着くことができると思
われる。パニックになる必要はない。教訓；ヘルシンキではJTBのア
テンドなかったが、可能ならその点、事前に明確にしておくべきか首
尾よくヘルシンキでの乗り換え便に間に合ったので、予定の時間でウ
イーン到着。空港で迎えあり。直接学生寮でチェックイン。JTBアテ
ンドの好意で事前にカギを受け取っておいてもらったので（その際、
前金を肩代わりしてJTBアテンドに支払ってもらっていたので）Tさ
んからJTBアテンダントに現金で返金。ここでアテンダントの仕事は
終わりだが、好意により、Iのホテル（寮から徒歩3分）チェックイン
後、アテンダントとともに大学に行き登録場所を確認。その後アテン
ダントをTさんとともに夕食に招待。様々な当地での生活情報を教示
いただいた。Iにとっても、しばらくぶりのウイーンであったので大
いに助かる。
第２日　 Tさんは午前中に大学で登録。同時にクラス分けのためのテスト（イ
ンタビューを含む）を受ける。担当者と相談の結果、初級クラスに登
録。Tさんと一緒に近くのスーパーで買い出し。学生寮での貴重品の
管理やや不安ということで、Iのホテル・セーフィティーボックスに
部分的に預かることにする。
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第３日　 授業初日。説明の後早速クラス開始。IはTさんと遅い昼食をとりなが
ら様子を確認。Tさんからは全体として首尾よくスタートできたこと
の報告。
第４日　 授業後、Tさんは同クラスのみんな（約１５名）とともに大学内の室
外カフェーで昼食会。その後Iのホテルに立ち寄る。夕食をとりなが
らクラスの様子を聞く。
　　　　 Tさんからはとにかく英語の重要性を訴えられる。クラスのみんなと
の昼食会でも共通言語が完全に英語で、かつ授業の説明もほぼすべて
英語で行われるので自分としてはドイツ語のことより英語で苦戦して
いるとのこと。「日本でも初級・中級の外国語は日本語で説明しなが
ら進められることを考えれば当たり前かもしれない」とのTさんの言。
少なくともこのクラスではドイツ語でドイツ語を学ぶところまでには
至っていないのでTさんの「英語で苦戦」「多少英語に自信ある神大
生には最高の環境」という意味はわかる。なおクラスには日本人１人
であるので、この点ではやはり相当つらい可能性あり。しかし逆に挑
戦しがいのあるプログラムであろう。＊Tさんのクラスの構成：日本
人1、ロシア人１、スペイン人２、アメリカ人１、中国人１、コロン
ビア人１、イギリス人１、フランス人１、チェコ人１、アイスランド
人1, イラン人２、サウジアラビア人２
第６日　 近くのレストランで夕食予定だったが、Tさんが予定の時間から１時
間を過ぎても来なかったのでIは相当焦る。数日間にわたり自分の英
語力のなさや、完全に英語の環境（クラスおよび寮）の中での孤独感
などで相当参っていることもあり「万が一」ということもあり、あら
ゆる手段を使って連絡とるが、なかなかうまくいかず（電源やらスマ
ホの調子やら）、とにかく寮まで出向く。寮の入り口でTさんと会えた。
「ほんとにすいません、すいません」と本人は大恐縮。当方からのメー
ルメッセージ等もみずに日本から留学中の学生A君と寮で夢中に話し
込んでいたとのこと。同じ悩み（やはり英語のことが大きい）を抱え
ている学生に出会って、とにかく話を聞いてもらえて時間を忘れたと
のこと。Iとしては「それは本当によかった、約束の時間に遅れたこ
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とは全く気にしなくていい」と対応。これはIの本音でもある。Iの心
配など吹っ飛ぶくらいに、同じ境遇の仲間に出会えて話ができたこと
は本当によかったと思った。しかもその夜、A君とA君の友達（非日
本人）と３人で野外コンサートに行くということになったようで、I
としては大きく胸をなでおろした。その後Tさんと夕食。Tさんはコ
ンサートに行く。なお「話し込んだ日本人学生A君も一緒にザルツブ
ルクに来てもいいから」といったが、日本人学生A君は半年滞在予定
でもあり、費用もかさむのでパスとのこと。
第７日　 朝7時、タクシーでウイーン西駅。ホテルでネット購入しておいたチ
ケット（往復約6500円）で片道２時間半、快適な電車。車中でザル
ツブルクのサッカーチーム　Red Bull　のホームゲームが行われる
ことを発見。レッドブル（飲料水メーカ―レッドブルの創業者がザル
ツブルグ出身。サッカーチーム経営にも参画か？）には日本代表の最
年少フォワード、南野（みなみの）がエースストライカーで所属。T
さんの希望もあり、Iも異存なく、急遽このゲーム（ザルツブルグVS
ウイーン）を観戦することに決定。サッカーチケット（一人約4000
円）をホテルカウンターで首尾よく予約。タクシーでサッカー場（約
2000円）到着。文字どおり最前列で観戦。サッカー専用グランドの
ためプレーヤとの距離も15メートルあるかないか。試合は5－1でホー
ム、レッドブルの完勝。エース南野は温存される。近くでプレーを見
たかったTさんにとっても残念でどうしようがなく、気持ちが収まら
ない。Iも同様。Tさんが英語問題で相当落ち込んでいて、何とか元
気にしなければとIも考えていたので、関係者に聞きまくり、交渉し、
試合後選手が出てくる出口で地元サポーター約10人とともに待つこ
とに成功。30分後、南野をはじめとするプレーヤと直接会い、写真
をとり、サインをもらうことに成功。スポーツウーマンでJ1のサッ
カーの試合観戦も何回も行っているTさんにとっては特効薬と考えた
次第。
　　　　 なお選手の出入り口には、もう一組外国人もいる。旅行中に応援に来
たという韓国人（30代か）の二人組。ひとりは英語も日本語もほぼ
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完璧に話す。超フレンドリー。聞けば京大でMOOK（授業・講演の
国内外への配信事業・・・米国をはじめとする世界の有力大学では凄
い勢いでそのコンテントの充実もここ数年で進んでいる）コンテント、
配信フロジェクトのメンバーだという。専攻は『高等教育』。京大の
最先端事業を進めるのが、英語・日本語をほぼ完ぺきに操る韓国から
の若者であることに、I としては日本の大学の国際化について考える
ことひとしお。
第９日　 Tさんの寮の仲間がパーティーに誘ってくれたのでそこに行くという
連絡あり。大いに安心。同時にＴさんの精神状態が変わることを期待。
しかし直前でやっぱり英語がさっぱりなので、不参加とのこと。30
分以上説得し、とにかくパーティーに出ることになる。Iとしてはこ
こがひとつの展開の分岐点になると考え、かなり強引に説得。結果を
期待する。
第10日　 パーティー出席は大正解だった模様。行ってみたらおしゃべりのパー
ティーではなく、ダンスのパーティーだったとのこと。夜更けまで踊
りすっかり気分が変わったたことのこと。行きも帰りも寮の学生4人
でタクシーをシェアーしたとのこと。相変わらず英語がちんぷんかん
ぷんで、その部分は苦しいが、とにかく昨日のパーティーで英語を意
識しないコミュニケーションが成立。Tさんのウイーン滞在の大転換
が始まること間違いなし。
その後の日誌は省略（ただし最終日8月25日の日誌は本文中に挿入）
